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第2回定例会で一般質問を行いました！
※質問は6月1日に行いました

2,603票をいただき3期目の当選。子ども文教委員会、中野駅周辺
整備・都市観光調査特別委員会に所属。後期は、総務委員会、危機
管理・感染症対策調査特別委員会副委員長を務める。党青年局局長
補佐、女性議員ネットワーク世話人。
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管理・感染症対策調査特別委員会副委員長を務める。党青年局局長
補佐、女性議員ネットワーク世話人。
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令和4年度に向けた予算要望を行いました

11月2日、立憲民主党・無所属議員団として、区長ならびに教育長に対して
令和4年度予算要望を行いました。重点項目としては、以下を要望しました。

・子どもの居場所機能を残した児童館跡地の活用検討と早期提示
・学校整備に必要となる予算の義務教育施設整備基金への着実な積み立て
・職員2000人体制を見直し職員定数を増やすこと
・南部地域の産後ケア施設配置検討と暫定的な利用場所の確保
・児童相談所の万全な体制での開設と今後の人員体制の検討
・商店街活性化のため区内全域の空き店舗実態調査と利活用
・中野区地域包括ケア総合アクションプランに基づく複合的課題に対する重層的支
　援の実施、およびコロナ禍における高齢者支援のさらなる拡充
・要介護者（高齢者・障がい者）が新型コロナウイルス感染症に感染した場合の支援
　体制の整備
・コロナ禍における地域活動の再開や新たな活動の立ち上げに対応した中間支援の
　拡充および財政支援の実施
・新型コロナウイルス感染症対策について、感染状況や治療方法の開発動向などを
　みながら、適宜必要な予算と人員を確保し区民の生命と健康を守ること
・ゼロカーボンシティ宣言に基づいたまちづくりの推進
・コロナ禍で失われた子どもの体験を取り戻す機会の創出
・常設プレーパークの整備およびプレーパークを担う団体への支援制度創設と担い
　手育成
・オンライン教育推進のための教員研修強化、コンテンツ充実、環境整備
・児童生徒の通学路の安全
　確保の強化
・「子どもの貧困対策計画」
　の策定および同計画に基
　づく子どもの貧困対策事
　業の充実

1 新型コロナウイルスと共生する区政運営について

中野区が来年度予算で検討中の主な取り組み

児童館の改正条例は議長採決で否決されました

2 ワクチンで防げる感染症対策について

4 新型コロナウイルスと共生する区政運営について

中野区議会第4回定例会に区が来年度予算で検討中の主な取組が示されました。来年
度設置予定の児童相談所に関わる業務の拡充、策定予定の子どもの権利条例の推進、
子どもの貧困対策の推進、教育相談体制の充実、ICT教育の推進等が盛り込まれまし
た。さらには、私たち会派が求めてきた児童館での一時預かり事業
の拡充や、派遣型病児保育、妊娠出産トータルケア事業の拡充な
ど、子育て先進区に資する施策が含まれています。そのほかにも、9
月に策定された基本計画を推進する施策が多く盛り込まれていま
す。ご意見お寄せいただけると幸いです。　　　　　　  詳しくは➡

第4回定例会には、児童館の改正条例が提案されました。
この条例は、弥生児童館を閉館し、大和西、朝日が丘、新
井薬師児童館を子育て広場と学童施設に転換するもので
す。児童館全廃方針だった前区政からの方針転換で、9館
を残し、さらには機能充実を図っていくものです。前区政で
は全廃方針だったため、この間、児童館職員を採用してお
らず、集約し継承していかなければ、中野区の児童館職員
のノウハウは消滅してしまう状況です。今後10年間で半
数の職員が、今年度末には6名が退職予定です。乳幼児親子の居場所についても、転換
する3館は子育て広場を設置し、児童館の乳幼児親子事業の強化も予定しています。
児童館の跡地活用についても、区は子育て支援・地域交流機能の確保を検討するとして
います。区有地に民間施設を誘致し、その際に地域のコミュニティ機能設置を求めるこ
とで、区の財政負担を抑えながら子育て世帯の居場所を確保していくことも可能です。
これまで区は、小学生の放課後の居場所にはキッズプラザ、乳幼児親子には徒歩圏内に
子育てひろばの整備を進めており、子どもたちの居場所はトータルで増加しております。
誰一人取り残されない子育て環境を目指すためにも、これからの児童館には大きな役
割が求められます。このままでは、先細りしてしまうこと、さらには全廃にならざるを得な
くなることを懸念しています。集約して現状の児童館を再生していくためには必要な条
例であると考えます。
最終日の本会議では、賛成20（立憲・共産・都ファ・近藤・石坂・立
石）反対20（自民・公明・むとう・いながき・小宮山・吉田・竹村）とな
り、議長採決で否決となりました。
本会議では、会派を代表して賛成討論を行いました。　  詳しくは➡
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●ママインターンと活動中
●子ども・若者支援センターが開設、4月には児童相談所が開設されます
●ペリネイタルロス（赤ちゃんとのお別れ）に関する勉強会を開催
●□□□□□□□
●□□□□□□□

第3回定例会で総括質疑を行いました

第3回定例会決算特別委員会で
総括質疑を行いました

子育て世帯臨時特別給付金は
10万円一括給付に

子育て世帯臨時特別給付金は10万円一括給付に子育て世帯への給付については、12月10日の本会議
に先行5万円に関する補正予算が上程され、全会一致
で可決されました。後半の5万円については、国の迷走
もありましたが、12月17日に臨時会を開き全会一致
で可決されました。これにより、児童手当本則支給の方
には、12月28日より順次振り込みが開始されました。
申請が必要になる16歳～18歳
のご家庭や公務員のご家庭は、
1月4日から申請受付が開始さ
れました。 子育て世帯臨時給付金QR

詳しくは➡

詳しくは⬆
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HPVワクチンのキャッチアップ接種が決定！

12月23日の厚生労働省ワクチン分科会で、1997年生まれ～2005年生まれ
の女性で、積極的勧奨が行われず情報がなかったことによりHPVワクチンの
接種を逃してしまった方に対するキャッチアップ接種が了承されました。2022
年4月から3か年で行われる予定です。

ＨＰＶワクチンのキャッチアップ接種に関する意見書を採択

ＨＰＶワクチンの積極的勧奨が再開されました

2013年6月から差し控えられていたHPVワクチンの積極的勧奨について、厚
生労働省は11月26日に自治体に対し、勧奨再開の通知を発出しました。
2022年4月より全国で再開となりますが、準備が出来た自治体はそれより前
に再開をすることも可としています。中野区としては、2022年3月に積極的勧
奨再開を一部行う方針を固め、1月13日の厚生委員会に報告されました。3月
に通知が行われる対象は中学3年生です。来年度には、定期接種の対象者全
員に対する積極的勧奨も行います。対象者へ情報が適切に届くよう今後も取
り組んでいきます。

HPVV意見書QR

HPVV議連総会

ＨＰＶワクチン推進議員連盟が設立されました

11月9日、参議院議員会館およびオンラインにて『子宮頸がん予防ワクチン接
種推進自治体議員連盟設立総会』を開催し議連の設立が行われました。11月
9日時点で25都道府県67市区町村の126名による超党派地方議員の参加を
頂き、総会には、三原じゅん子・参議院議員、塩村文夏・参議院議員、音喜多駿・
参議院議員を始め党派を超えて国会議員の方々に駆け付けていただきました。
中村延子も議連の役員としてご承認いただきました。議連の決意表明として、
①積極的勧奨の再開　②キャッチアップ接種の公費負担　③９価ワクチンを
定期予防接種に　④男性のHPVワクチンを定期予防接種に　⑤接種率向上
に向けた啓発　⑥有害事象の診療体制拡充　⑦若い女性の検診受検率向上
を掲げました。

厚労省がHPVワクチン接種積極的勧奨を差し止めてから8年余。守れたはず
の多くの命が失われてきました。一人でも多くの皆様にご賛同いただきご協力
をいただき、一丸となって取り組んで行きます。

HPVワクチン

今どうなっているの？／／

１ 令和２年度決算について
　⑴歳入について
　⑵新型コロナウイルス感染症対策について
　⑶予算の執行見直しについて
　⑷施設マネジメントについて
　⑸構造改革、行政評価、業務改善の連携について
　⑹その他
２ 公衆衛生について
　⑴コロナ禍を経た公衆衛生への認識について
　⑵ワクチンで防げる感染症（ＶＰＤ）について
　⑶ＨＰＶ感染について
　⑷その他
３ その他

HPVワクチンに関する最新情報

ママインターンと活動中

11月に子ども若者センターが開設し、
内覧会へ伺いました。4月には同じ建
物内に児童相談所が開設されます。
写真は会派で。

8月から、同じ会派の河合りな議員と一緒にママイン
ターンを受け入れています。率直な当事者の声を聞
かせていただくなどしながら一緒に活動しています。

8月21日、「りっけん中野・こども部」で『今だから学びたい！子どもを守る、医
療の関わり方』をテーマに勉強会および区政報告会をオンラインで行いまし
た。講師には、大阪母子医療センター新生児科医長の今西洋介先生にきてい
ただきました。

12月18日、WOMAN SHIFTでペリネイタルロス（流産、死産などによる赤ち
ゃんとのお別れ）に関する勉強会を開催し、当事者団体の方からお話を伺い
ました。実は多くの方が経験されているのにも関わらず支援が行き届いていな
い中で、先進事例
から学びました。

10月18日、「りっけん中野・こども部」
で保活セミナーを実施。一緒に活動し
ているママインターンの皆さんにも経
験談をお話いただくなど、お手伝いい
ただきました。

立憲民主党・無所属議員団から提案をしていた、「定期接種
の機会を逃した女性に対するヒトパピローマウイルスワクチ
ン接種機会の確保ならびにより効果の高いがん予防対策を
求める意見書」が賛成多数で可決されました。 内容は 　

こちらから➡
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